
憲法が輝く兵庫県政をつくる会  
第４１号 ２０２３年１２月２５日 

ＨＰ・✕（旧ツイッター） 

「兵庫・憲法県政の会」検索！ 【部内資料】 

「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」
は
、
２
５
年
知
事
選
挙

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
１
２
月
５
日
、
ホ
ス
ト
会
場
と
サ
テ

ラ
イ
ト
会
場
１
１
カ
所
を
結
び
全
県
オ
ン
ラ
イ
ン
要
求
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

ア
ジ
ア
の
平
和
連
携
進
め
る
県
政
を 

 

戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
進
む
中
で
、

兵
庫
県
で
も
ど
う
い
う
現
れ
に
な
っ
て

い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
大
事

で
す
。 

 

兵
庫
県
に
は
、
伊
丹
、
川
西
、
青

野
ヶ
原
、
姫
路
、
淡
路
、
神
戸
な
ど
に

自
衛
隊
基
地
が
あ
り
ま
す
が
、
川
西
で

は
弾
薬
庫
が
住
宅
地
に
隣
接
し
て
お

り
、
青
野
ヶ
原
に
は
頻
繫
に
自
衛
隊
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
が
訓
練
に
飛
来
す
る
な
ど

の
危
険
な
実
態
が
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
但
馬
で
米
軍
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

が
目
撃
さ
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
空
域
と

重
な
る
危
険
に
兵
庫
県
は
対
応
を
し
て

い
ま
せ
ん
。 

 

平
和
首
長
会
議
に
県
内
の
全
４
１
市

町
長
が
参
加
し
て
お
り
、
兵
庫
県
も
加

盟
す
る
東
南
ア
ジ
ア
地
域
自
治
体
連
合

を
活
か
し
、
地
方
自
治
体
の
平
和
外
交

で
東
ア
ジ
ア
の
平
和
構
築
に
貢
献
す
る

県
政
の
実
現
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
（
県

原
水
協
） 

 

病
院
統
廃
合
で
医
療
体
制
は
危
機

状
況
、
た
た
か
っ
て
医
療
守
ろ
う 

 

市
立
川
西
市
民
病
院
が
指
定
管
理

か
ら
民
間
病
院
と
の
統
廃
合
へ
進
み
、

医
療
体
制
は
危
機
的
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

川
西
市
で
は
、
病
院
職
員
・
看
護

師
・
医
師
の
大
幅
削
減
、
病
床
削
減
で

１
５
８
床
が
削
減
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
川
西
・
猪
名
川
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大

阪
府
豊
能
方
面
ま
で
２
次
救
急
の
空
白

地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。
救
急
搬
送
困

難

症

例

は
、
２

０

１
８
年
と

２
２
年
の

比
較
で
病

院
問
い
合

わ
せ
４
回

以
上
が
１

５
９
回
か

ら
７
５
３

回
へ
４
・

７

倍
、
現

場
活
動
３

０
分
以
上
が
７
０
２
回
か
ら
１
８
２
０

回
へ
２
・
６
倍
、
両
方
と
も
が
９
７
回

か
ら
４
７
４
回
へ
４
・
９
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

川
西
市
で
は
、
病
院
統
廃
合
に
よ
る

医
療
体
制
の
危
機
的
状
況
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
各
地
の
統
廃
合
を
許
さ
な
い

た
た
か
い
の
強
化
が
必
要
で
す
。
（
共

産
党
川
西
市
議
） 

懇
談
会
は
、
県
内
を
３
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
わ
け
て
開
催
し
た
７
月
の

地
域
要
求
懇
談
会
に
続
く
も
の
で
、

石
川
康
宏
代
表
幹
事
の
問
題
提
起
の

後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

発
言
で
は
、
政
府
（
官
邸
）
い
い

な
り
の
姿
勢
を
強
め
て
い
る
斎
藤
県

政
の
も
と
で
、
医
療
、
教
育
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
地
域
の
疲
弊
が

浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

国
の
進
め
る
戦
争
国
家
づ
く
り
の
中

で
県
下
の
自
衛
隊
基
地
の
強
靭
化
に

つ
い
て
の
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
発

言
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

「あるべき地方自治体の役割と兵庫県政」 
 代表幹事 石川康宏 

 「会」は発足以後『ウィーラブ兵

庫』の発刊など、主に学習の取り組

みを通じて「地域の会」を支援して

きました。過去の活動も振り返り、

地域ごとの要求を土台にすえて、地

域に深く根を張った県知事選挙の構

えをつくっていきましょう。 

幹事会は現在、候補者選考を進めながら、組織づくり、政

策づくり、共闘づくりの努力を行なっています。今日の要求

懇談会の開催とともに、新年から「兵庫民報」での連載もス

タートさせて、学習の取り組みも強化していきます。 

すでに神戸大学名誉教授の岡田先生、神戸女学院大学准教

授の景山先生をお招きしての座談会も実施しました。 

①斎藤県政は生活者との接点がとぼしい官僚政治、②選挙

活動ではいつでも女性を意思決定の真ん中に、③「戦争の準

備でなく平和の準備」を県政づくりでも大きな争点に等、刺

激的な内容になっています。ぜひお読

みください。 

「地域の会」の活動再開・強化のた

めの具体的な相談を、「会」や地域の

加入団体のみなさんで進めていきま

しょう。 

高校３年生世代まで無料の制度がある自治体が３７市町と県内の９

割を超え、通院・入院とも無料の自治体が２５市町と６割を超えて

います。（兵庫県保険医新聞９月５日号より） 



県庁舎建て替えは県民の意見反映を 
現在、県庁の１・２号館は耐震強度が不足しているという理由のた

め、２０２６年度から解体する予定です。その跡地は暫定的に緑地化

し、その後は必要であれば適切な規模の庁舎を建てるとしています。 

齋藤知事は職員の出勤率を４割にして、残りの職員は在宅勤務とす

ると公言していますが、本当にそれで県民への行政サービスが行き渡

るのでしょうか。 

そもそも「行革」で県職員は大幅に減らされており、土木事務所な

ど出先機関では災害への即時対応の遅れが指摘されています。すでに

削減されている県庁職員の多くが自宅勤務となれば、地震など緊急時

に適切な対応ができない危険性が高まります。 

県は元町再開発も同時に行おうとしていますが、県庁は県民の財産

であり、県庁建て替え・周辺整備は近隣住民だけでなく、県民全体に

関わる問題です。 

県庁舎のあり方については、県民や議会の意見を反映させることが

できる仕組みを構築し、十分に意見を聞き、県民の意見を反映した県

庁をめざすべきです。 

（「県民のいのちとくらしを守る要求実現連絡会」ビラより）  

県
は
保
育
施
設
の
充
実
と
保
育
士
の

処
遇
改
善
に
責
任
を 

 
県
に
次
の
３
点
を
申
し
入
れ
話
し
合

い
ま
し
た
。 

 

①
保
育
士
の
配
置
基
準
の
改
善
に
つ

い
て
。
４
～
５
歳
は
３
０
対
１
で
７
０

年
以
上
変
わ
っ
て
い
な
い
。
小
学
校
の

少
人
数
学
級
が
進
む
中
で
、
保
育
所
の

配
置
基
準
是
正
は
急
務
。
現
在
保
育
所

は
延
長
保
育
な
ど
夜
間
も
増
え
て
い
て

開
園
時
間
が
１
１
時
間
～
１
５
時
間
の

と
こ
ろ
も
あ
る
。
国
基
準
の
補
助
金
は

開
園
時
間
８
時
間
の
ま
ま
。
配
置
基
準

の
改
善
と
と
も
に
実
態
に
あ
わ
せ
た
補

助
金
改
善
必
要
。 

 

②
乳
児
の
保
育
料
無
料
化
を
。 

 

③
保
育
士
の
処
遇
改
善
へ
公
定
価

格
、
人
件
費
引
き
上
げ
を
国
へ
要
請

を
。 

 

し
か
し
、
県
は
国
に
要
請
し
て
い
る

と
い
う
だ
け
で
県
と
し
て
乗
り
出
す
回

答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
（
県
保
育

所
運
動
連
絡
会
） 

 

全
県
の
教
職
員
未
配
置
は
２
２
７

人
、
署
名
を
受
け
取
ら
な
い
兵
庫
県 

 

兵
庫
県
は
、
教
職
員
の
不
足
に
つ
い

て
、
事
務
職
員
の
い
な
い
学
校
も
出
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
教
員

不
足
と
言
っ
て
い
た
の
を
教
職
員
不
足

と
表
現
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

１
０
月
１
日
で
教
職
員
の
未
配
置
は

小
学
校
で
常
勤
１
０
８
人
、
非
常
勤
１

４
人
、
中
学
校
で
常
勤
４
２
人
、
非
常

勤
１
９
人
で
合
計
１
８
３
人
。
高
校
で

は
４
４
人
で
合
わ
せ
る
と
小
中
高
で
２

 「変えよう！兵庫県政」 第４１号 ２０２３年１２月２５日（２） 

２
７
人
の
教
職
員
が
未
配
置
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

内
訳
を
見
る
と
病
休
の
代
替
え
教
員

が
見
つ
か
ら
な
い
の
が
５
８
人
と
一
番

多
い
で
す
が
、
定
員
未
充
足
が
３
６
人

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
自
己
都
合
早
期

退
職
に
よ
る
未
配
置
が
２
２
人
あ
り
、

こ
の
中
に
は
４
月
１
日
の
新
卒
配
置
者

が
４
月
７
日
に
退
職
す
る
例
ま
で
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
未
配
置
が
な
い

市
町
が
９
で
し
た
た
が
今
年
は
４
。
都

市
部
だ
け
で
な
く
郡
部
で
も
未
配
置
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

教
育
現
場
の
長
時
間
労
働
な
ど
労
働

環
境
の
改
善
な
し
に
は
教
職
員
未
配
置

は
解
決
し
ま
せ
ん
。
教
職
員
未
配
置
を

な
く
す
署
名
を
知
事
部
局
は
受
け
取
り

で
き
な
い
と
し
、
教
育
委
員
会
に
回
す

と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
県

政
を
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（
兵
庫

教
組
） 

 

淡
路
上
空
へ
の
飛
行
ル
ー
ト
計

画
、
県
は
撤
回
へ
役
割
発
揮
を 

 

関
空
、
神
戸
空
港
の
飛
行
機
発
着

枠
を
拡
大
す
る
た
め
に
淡
路
島
上
空
に

新
た
な
ル
ー
ト
が
５
つ
作
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

 

淡
路
島
は
、
関
西
新
空
港
の
淡
路
島

建
設
反
対
の
時
か
ら
航
空
騒
音
公
害
に

反
対
す
る
粘
り
強
い
住
民
運
動
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
１
９
９
３
年
に
神
戸
空

港
開
港
時
に
向
け
て
、
運
輸
省
が
淡
路

上
空
ル
ー
ト
の
設
定
を
出
し
た
時
も
、

撤
回
を
求
め
る
住
民
運
動
で
９
４
年
に

貝
原
知
事
が
「
環
境
問
題
を
ク
リ
ア
し

な
い
空
港
は
認
め
な
い
」
と
淡
路
島
上

空
ル
ー
ト
を
押
し
戻
し
た
経
験
も
あ
り

ま
す
。 

 

今
回
の
動
き
の
な
か
で
大
阪
湾
ベ
イ

エ
リ
ア
構
想
を
打
ち
出
す
兵
庫
県
の
役

割
は
極
め
て
大
き
く
、
幅
広
い
共
同
の

取
り
組
み
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
淡
路
革
新
懇
） 

２
５
年
夏
の
知
事
選
・
参
院
選
、

秋
の
市
長
選
で
政
治
を
変
え
よ
う 

 

神
戸
市
は
、
人

口
減
少
が
続
き
１

５
０
万
人
を
割
る

中
、
人
口
を
増
や

す
こ
と
と
、
人
口

減
に
対
応
す
る
と

い
う
２
正
面
で
対

応
と
言
っ
て
い
ま

す
。 

 

人
口
を
増
や
す

の
は
、
三
宮
巨
大

開
発
を
は
じ
め
と

し
た
大
型
開
発
と

駅
前
に
マ
ン
シ
ョ

ン
誘
致
す
る
こ
と

な
ど
で
す
。
反
対

が
強
い
王
子
公
園

切
り
捨
て
も
強
行
す
る
構
え
で
す
。
一

方
で
、
人
口
減
に
対
応
す
る
と
し
て
、

学
校
の
統
廃
合
、
保
育
園
・
幼
稚
園
の

廃
園
、
郊
外
切
り
捨
て
の
都
市
空
間
向

上
計
画
の
推
進
で
す
。
市
民
の
生
活
空

間
が
壊
さ
れ
る
計
画
ば
か
り
で
す
。 

 

参
議
院
選
挙
、
知
事
選
挙
と
同
じ
２

５
年
秋
に
市
長
選
が
あ
り
ま
す
。
と
も

に
政
治
を
変
え
る
た
た
か
い
を
進
め
ま

し
ょ
う
。
（
共
産
党
神
戸
市
議
） 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 
 
 
 

こ
う
し
た
問
題
の
打
開
に
は
、
何
よ

り
そ
こ
に
く
ら
す
住
民
の
目
線
に
立

ち
、
地
域
を
ど
う
再
建
す
る
か
と
い
う

姿
勢
を
は
っ
き
り
も
っ
た
政
治
が
必
要

で
す
。 

「
憲
法
が
輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る

会
」
は
、
ひ
き
つ
づ
き
各
地
の
要
求
と

情
報
の
交
流
、
ま
た
全
県
へ
の
発
信
を

す
す
め
、
あ
わ
せ
て
２
５
年
の
知
事
選

挙
に
向
け
て
取
り
組
み
の
準
備
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

１
２
月
１
日

県
庁
前
宣
伝 

（「県民のいのちとくらしを守る要求実現連絡会」ビラより） 


